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 は じ め に
事業リスクとは, 事業そのものの不確実性, 例えば売上げや金利の変動によって引き起
こされる収益変動のことである。一方, システムトラブルをはじめ, 従業員の不正, 事務
ミス, 火災・地震といった災害が増加しているが, これらは災害リスクやオペレーショナ
ルリスクと総称される。この種のリスクの企業経営への影響が想像以上に大きいことが認
識され始め, 倒産コストの大きい銀行業では, 2007年に改定される BIS 自己資本比率規
制において, 従来の市場リスク・信用リスクと同列の扱いとなった｡ すなわち, オペレー
ションに起因する損失を予測してそれを賄うに十分な資本の蓄積が要求されるのである
[１]。









































管理が簡単なため, 現在, 企業で最も多く採用されている方式である。例えば, 経営者









































































ず, 一辺がの正方形の範囲に収まる。しかし, これだけでは を結ぶ倒産
ラインより右上 の三角形の影部分）に損失がとどまっている場合に
は倒産が起こる。

































































































































































 さ い ご に
実務では目的に応じて多くのリスク指標, リスク管理手法が用いられているが, 万能
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